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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月30日(2009.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する電子データの、世代間での
演算を行う情報処理装置であって、
　前記電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指
示により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力手段と
、
　入力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、前
記領域入力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力
する世代演算入力手段と、
　前記１の世代、および前記世代演算入力手段により入力された他の世代における、前記
領域入力手段により入力された領域に格納される値であって、前記電子データに含まれる
それぞれの値を用いて、前記世代演算入力手段により入力された演算種別に応じた演算の
結果を、前記表示装置へ表示させる制御を行う表示制御手段と
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記電子データは、帳票印刷データから変換されたデータであって、前記表示装置へ帳
票を表示可能な形式のデータであり、
　前記領域は、前記電子データを用いて前記表示装置へ表示された帳票における座標位置
により特定される領域であることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記１の世代、および前記世代演算入力手段により入力された他の世代における、前記
領域入力手段により入力された領域に格納される値であって、前記電子データに含まれる
それぞれの値を抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段により抽出されたそれぞれの値を用いて、前記世代演算入力手段により入
力された演算種別に応じて演算を行う演算手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記演算手段による演算の結果を、前記表示装置へ表示させる制
御を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
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　前記表示制御手段は、前記表示装置に表示された１の世代の帳票の、前記領域入力手段
により入力された領域の近傍に、前記演算の結果を表示させることを特徴とする請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記世代演算入力手段による入力の後、ユーザからカーソルによ
る指示がされた場合に、前記表示装置へ前記演算の結果を表示させることを特徴とする請
求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する電子データの、世代間での
演算を行う情報処理装置における情報処理方法であって、
　前記電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指
示により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力ステッ
プと、
　入力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、前
記領域入力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力
する世代演算入力ステップと、
　前記１の世代、および前記世代演算入力ステップにより入力された他の世代における、
前記領域入力ステップにより入力された領域に格納される値であって、前記電子データに
含まれるそれぞれの値を用いて、前記世代演算入力ステップにより入力された演算種別に
応じた演算の結果を、前記表示装置へ表示させる制御を行う表示制御ステップと
　を備えたことを特徴とする情報処理方法。
【請求項７】
　クライアント端末と、値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する電子
データの、世代間での演算を行う情報処理装置とが通信可能な情報処理システムであって
、
　前記電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指
示により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力手段と
、
　入力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、前
記領域入力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力
する世代演算入力手段と、
　前記１の世代、および前記世代演算入力手段により入力された他の世代における、前記
領域入力手段により入力された領域に格納される値であって、前記電子データに含まれる
それぞれの値を用いて、前記世代演算入力手段により入力された演算種別に応じた演算の
結果を、前記表示装置へ表示させる制御を行う表示制御手段と
　を備えたことを特徴とする情報処理システム。
【請求項８】
　値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する電子データの、世代間での
演算を行う情報処理装置において実行可能なプログラムであって、
　前記電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指
示により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力手段、
　入力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、前
記領域入力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力
する世代演算入力手段、
　前記１の世代、および前記世代演算入力手段により入力された他の世代における、前記
領域入力手段により入力された領域に格納される値であって、前記電子データに含まれる
それぞれの値を用いて、前記世代演算入力手段により入力された演算種別に応じた演算の
結果を、前記表示装置へ表示させる制御を行う表示制御手段
　として前記情報処理装置を機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項９】
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　請求項８に記載のプログラムをコンピュータ読み取り可能に記憶した記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する
電子データの、世代間での演算を行う情報処理装置であって、電子データを用いて表示装
置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指示により選択される領域であって
、演算可能な値が格納される領域を入力する入力手段と、入力画面を介してユーザにより
入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、領域入力手段により入力された領域
に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力する世代演算入力手段と、１の世代、
および世代演算入力手段により入力された他の世代における、領域入力手段により入力さ
れた領域に格納される値であって、電子データに含まれるそれぞれの値を用いて、世代演
算入力手段により入力された演算種別に応じた演算の結果を、表示装置へ表示させる制御
を行う表示制御手段とを備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の情報処理装置において、電子データは、帳
票印刷データから変換されたデータであって、表示装置へ帳票を表示可能な形式のデータ
であり、領域は、電子データを用いて表示装置へ表示された帳票における座標位置により
特定される領域であることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の情報処理装置において、１の世代
、および世代演算入力手段により入力された他の世代における、領域入力手段により入力
された領域に格納される値であって、電子データに含まれるそれぞれの値を抽出する抽出
手段と、抽出手段により抽出されたそれぞれの値を用いて、世代演算入力手段により入力
された演算種別に応じて演算を行う演算手段を有し、表示制御手段は、演算手段による演
算の結果を、表示装置へ表示させる制御を行うことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置におい
て、表示制御手段は、表示装置に表示された１の世代の帳票の、領域入力手段により入力
された領域の近傍に、演算の結果を表示させることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項５において、請求項１または２に記載の情報処理装置において、表示制御手段は
、世代演算入力手段による入力の後、ユーザからカーソルによる指示がされた場合に、表
示装置へ演算の結果を表示させることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する
電子データの、世代間での演算を行う情報処理装置における情報処理方法であって、電子
データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指示により選
択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力ステップと、入力
画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、領域入力
手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力する世代演
算入力ステップと、１の世代、および世代演算入力ステップにより入力された他の世代に
おける、領域入力ステップにより入力された領域に格納される値であって、電子データに
含まれるそれぞれの値を用いて、世代演算入力ステップにより入力された演算種別に応じ
た演算の結果を、表示装置へ表示させる制御を行う表示制御ステップとを備えたことを特
徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項７に記載の発明は、クライアント端末と、値を格納する領域を少なくとも１つ含
む複数の世代を有する電子データの、世代間での演算を行う情報処理装置とが通信可能な
情報処理システムであって、電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に
対するユーザの操作指示により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域
を入力する入力手段と、入力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他
の世代を示す値と、領域入力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する
演算種別とを入力する世代演算入力手段と、１の世代、および世代演算入力手段により入
力された他の世代における、領域入力手段により入力された領域に格納される値であって
、電子データに含まれるそれぞれの値を用いて、世代演算入力手段により入力された演算
種別に応じた演算の結果を、表示装置へ表示させる制御を行う表示制御手段とを備えたこ
とを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、値を格納する領域を少なくとも１つ含む複数の世代を有する
電子データの、世代間での演算を行う情報処理装置において実行可能なプログラムであっ
て、電子データを用いて表示装置に表示された１の世代の帳票に対するユーザの操作指示
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により選択される領域であって、演算可能な値が格納される領域を入力する入力手段、入
力画面を介してユーザにより入力される、演算の対象となる他の世代を示す値と、領域入
力手段により入力された領域に格納される各世代の値に対する演算種別とを入力する世代
演算入力手段、１の世代、および世代演算入力手段により入力された他の世代における、
領域入力手段により入力された領域に格納される値であって、電子データに含まれるそれ
ぞれの値を用いて、世代演算入力手段により入力された演算種別に応じた演算の結果を、
表示装置へ表示させる制御を行う表示制御手段として情報処理装置を機能させることを特
徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、コンピュータ読み取り可能に記憶した記録媒体であって、請
求項８に記載のプログラムを格納したことを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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